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第１章 緒言

1965 年（昭和 40 年）、新潟県阿賀野川流域に新潟水俣病が発生してから、2015 年で 50 年目

となる。2001 年、「新潟県立環境と人間のふれあい館」が開館し、被害高齢者の語り部の講話が

同年から開催された。現在 60 歳代から 80 歳代の被害高齢者 6 名が県内の小中高校生や教員を対

象に年間数十回講話が行われている。さらに、語り部活動は資料館に留まらず、現地調査の際で

の活動や国内外でも講演を行っている。

第２章 研究方法

新潟水俣病の「語り部」6 名全員に対して半構造化面接を行った。分析は、修正版グラウンデ

ッド・セオリー・アプローチ(M-GTA)を用いて行った。被害者高齢者を分析焦点者とし、分析テ

ーマは「新潟水俣病の被害高齢者から観た語り部活動のプロセス」とした。

第３章 結果

被害高齢者は、「資料館からの働きかけ」よって、資料館の目玉になる語り部活動に参加するこ

とを決心する。〈語り部活動への使命感〉は、「二度と繰り返さないように」「亡くなった親や同じ

症状で苦しむ兄弟」「亡くなった親や同じ症状で苦しむ兄弟」「被害を語らないと後世の人が賢く

ならない」である。「自分の家族の恥を晒す辛さ」「水俣病であることを恥じる」「認定や補償金を

もらうことへの後ろめたさ」の家に対する責任感や罪悪感が〈語り部活動をすることへのためら

い〉となる。この〈語り部活動への使命感〉と〈語り部活動をすることへのためらい〉の間で当

事者の心の葛藤があり、決心するまでの苦悩の時間が存在する。〈語り部活動への使命感〉と「反

対せず支えていてくれる家族」【語り部活動への参加の動機】となる。必要性に迫られて始めた語

り部活動をする中での変化の中では、最初は〈語り部活動の難しさを感じる〉。例えば、「上手に

喋れない」「居眠りやお喋りで辞めたくなる」「記憶力の衰退」「生徒の集中力は短い」と不安や緊

張感があった。しかし、語り部活動は、〈支援によって続けられる〉。「聴講者の手紙やレポートで

励まされる」や、「教師の理解や熱意によってかわる」で表明されるように、聴講している子ども

達の反応や支援と教師の取り組みによって勇気付けられている。また、「資料館職員は助け舟」や

「資料館は楽しいふれあいの場所」の概念で示されるように、資料館の技術的・精神的な支援に

よって、語る自信がついてきた。さらに、阿賀野患者会での「患者会でお互いに助け合う」や活

動に「反対せずささえてくている家族」の精神的支援で自信へと繋がった。これらの反応や支援

が【語り部活動は継続要因】となり、二つの変化をもたらした。一つは〈内面的に自分自身が変

化する〉、すなわち「偏見・差別が和らいできた」「自分の名前や顔が出せるようになった」「生の

声を聞くことは何者にも勝る」「自信や知恵が増えて行く」である。二つ目は〈語り部活動の外面

的変化〉として、「申請患者が増加し、和解が進んできた」と変化を感じている。さらに、「公害

病の語り部同士との交流」によって〈語り部活動の交流〉という外面的変化も見られた。

第４章 考察
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【語り部活動への参加の動機】は、新潟水俣病の生活史から生まれた内面的要因と、「資料

館からの働きかけ」という外的要因からなったと考えられる。しかし、このような病気にかかる

と、「家」に対する責任感や罪悪感を持つ人が多いことが〈語り部活動をすることへのためらい〉

で表明され,それが公で語る決心をするまでの心の葛藤となり、この活動を決心するまでの苦悩の

時間であったと示唆する。そして、〈語り部活動への使命感〉から参加する決心をした被害高齢者

を精神的に支援した「反対せず支えていてくれる家族」の存在が大きな要因となる。それは、何

故高齢者になってから活動を始めるのかに関わることで「老人が子どもに教える」という高齢期

の特徴があると考えられる。活動への参加当初から〈語り部活動の難しさ〉や不安を感じ、自信

を持てず、最初は資料館の職員との対話形式にしたり、資料館職員に助けを求めたりしながら、

講話を進めていった。また、語り部自身が勉強し、知識を積み重ね、語り方も工夫していた。こ

のような努力や技術的支援だけでなく、講話を聞いた学生の反応や支援が大きな力となった。ま

た、同じ苦悩を分け合った「阿賀野患者会でお互いに助け合ってきた」ことや「反対せず支えて

くれている家族」もその要因である。つまり語り部本人たちの努力と支援が【語り部活動の継続

でき要因であると示唆される。

第５章 結論

【語り部活動への参加の動機】は、新潟水俣病の生活史から生まれた苦しみの内面的要因と、

「資料館からの働きかけ」という外側から働く外面的要因によると考えられる。そして、〈語り部

活動への使命感〉と〈語り部活動をすることへのためらい〉の間で葛藤があり、その罪悪感を感

じていた被害高齢者を後押ししてくれたのは、「反対せず支えてくれている家族」である。また、

家族（子ども達）が理解してくれた理由は、今まで苦しんできた親が社会的責任を果たし、新た

な人生の段階の目的を見つけたことを尊重したからである。

【語り部活動の継続要因】は、最初は、〈語り部活動の難しさを感じ〉、不安と緊張にあふれて

いたが、本人達の努力と、家族、資料館、聴講者と教師、阿賀野患者会の〈支援によって続けら

れる〉。試行錯誤しながら、語り部活動は継続し変容していく。その変化には、〈内面的変化〉と

〈外面的変化〉があり、〈内面的変化〉は「自分の名前や顔が出せるようになった」「生の声を聞

くことは何者にも勝る」「自信や知恵がついてきた」と示唆している。〈外面的変化〉としては、

「差別・偏見が和らいできた」「申請患者が増加し、和解が進んでいる」「公害病の語り部活動の

交流」が行われようになったことが明らかになった。水俣病の症状を抱え、差別・偏見をいう社

会的圧力を受けている公害被害者のである高齢者が何故語り部活動に参加することを決心したの

かは、高齢期と大きく関わっている。また、その活動が継続できた理由は、高齢者の語る意義と

そのプロセスに関係していると考察できる。
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